
 

                                 

 
 

 

 

 

 

５年生は宿泊学習、６年生は日光修学旅行です！！！ 
 

風薫る 5月となりました。さわやかな季節とともに豊川っ子の元気な声が響いてくるようになり

ました。新年度がスタートして、早くも 1か月が過ぎました。子どもたちも新しい生活リズムに慣

れてきたようです。そして、様子を見ていると、落ち着いて学校生活を過ごしているようで安心し

ます。ご家庭でもお子様の様子はいかがだったでしょうか？学校の様子を話しているでしょうか？

ゴールデンウィーク後半が始まります。疲れもたまってくる頃かと思います。連休中に心も体も

ゆっくり休めてエネルギーを充電してほしいです。 

６年生は１４日（木）・１５日（金）に日光修学旅行へ出かけます。6年生にとって泊を伴う校

外学習は 2回目です。今度は栃木県日光市での宿泊です。日光の自然や歴史に感動したり、電車の

中で友達と過ごす時間を楽しんだりします。5年生は、27日（水）・28日（木）に足柄ふれあい

の村で宿泊学習を行います。みんなでキャンプファイヤーをしたり、友達とカレーづくりをしたり

します。例年、キャンプファイヤーは大いに盛り上がっています。どちらも小学校生活の中で、楽

しい思い出に残る行事にしてほしいです。そして、仲間と一緒に過ごす最高の楽しい時間を作って

ほしいです。そのためにも健康で、病気なく、けがなく、事故なく、楽しく過ごすことが大事で

す。ご家庭でも子どもの健康観察をしっかり行い、十分な睡眠時間・栄養のバランスのとれた食事

など日頃の健康管理についてご指導をよろしくお願いします。 

また、４月２２日（水）～４月２４日（金）の中で3日間、希望制の教育相談を 

行いました。お忙しい中、ありがとうございました。今後もご心配なこと等あり 

ましたらご遠慮なくご相談ください。5月もご理解とご協力をお願いいたします。 

 

小田原市立豊川小学校 

学校だより５月号 
校長 平居 智基 
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～ ＰＴＡ総会・学年懇談会等、ありがとうございました ～ 

 

 4月2８日（火）、ＰＴＡ総会・学年懇談会等を開催することができました。ご多用の中、た

くさんの保護者の皆様に参加いただきありがとうございました。総会では、ＰＴＡ事業計画や

予算の承認などをいただき、今年度のＰＴＡ活動がスタートできたことはうれしく思いまし

た。4月ＰＴＡ総会は、豊川っ子に関わる人が集まり、顔を合わせ、話せる貴重な機会です。参

加された保護者の皆様、ありがとうございました。 

学年懇談会では、今年度の学年経営の方針等説明させて 

いただきました。学年担任、交流級担任等と顔を合わせ、 

話ができたことはうれしく思いました。これから1年間、 

「今日が楽しく、明日が待ち遠しい学校」めざして、教育 

活動を進めていきたいと考えています。ご理解・ご協力を 

よろしくお願いいたします 



 

★  お知らせ  ★ 

 
＊体力テスト実施週間 

 

５月１８日（月）から体力テストを行います。自分の体力を知ると 

ともに、自分の成長を知る機会になります。自分のもっている力を思 

いきり試してほしいです。そして、記録を残していき、自分の成長を 

感じ、喜んでほしいです。 

 

＊PTA親子通学路巡視のお願い 

  5 月 11 日(月)から 13 日（水）まで親子通学路巡視があります。お子様と学校までの通学

路を一緒に歩きながら見通しの悪い交差点など危険個所をお子様と確認し、安全に登下校でき

るようにご指導いただきたいと考えています。また、見守りをしてくださっている地域見守り

ボランティアさんに、ありがとうの気持ちを進んで伝えられるように声掛けをよろしくお願い

いたします。 

＊「尊重する態度」を育てるために＊ 
 
  学校教育目標の中にあるめざす子ども像「自ら学びに向かう子」 

「思いやりのある子」「よく考え行動できる子」「運動を楽しめ 

る子」を育てるための原動力として、「考動力」「向上心」「尊重」 

の育成があります。その一つ「尊重」についてです。 

尊重とは、「人の気持ちや考えを大切にする姿勢」です。今年度、 

新たに子どもたちに育てたい力として「尊重する態度」を学校教育 

目標に入れました。集団生活をしてく中で人との関わりの中で大切 

にしたい「尊重する態度」について、日々の学習や生活を通して育 

てていきたいと考えています。 

「尊重」と聞くと少し難しく感じますが、子どもたちにとっては相手を大切にするための、具

体的な行動の積み重ねです。例えば、 

１つ目は、「相手の話を最後まで聞く。」です。 

授業中では、話している友達の方を向き、うなずいたり、聞こえたことを言葉で返したりする

ことです。話し手側は、「聞いてくれてありがとう」という言葉も自然に出るといいですね。 

 

２つ目は、「違いを大切にする」です。 

授業中では、意見や考え方が違うことを“普通”または“よいこと”として扱い、「○○さん

はこう考えたんだね。△△さんは別の見方をしたんだね」と、それぞれの意見の違いを認め合う

ことです。 

 

３つ目は、「気持ちを言葉にする。」です。 

困ったときには、気持ちを言葉にできるようになると、相手 

の気持ちにも目を向けられるようになります。言葉でなければ 

伝わらないこともあります。生活していく中で気持ちを言葉に 

表現できるように待つことも大事ですね。 

学校と家庭が同じ方向を向くことで、子どもたちの成長はより 

確かなものになります。ご家庭でも、以上の３つのことを無理の 

ない範囲で取り組んでいただけると嬉しく思います。豊川っ子が、互いを大切にしながら安心し

て過ごせる学校づくりを、これからも進めてまいります。引き続きご協力をよろしくお願いいた

します。 

 


